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ガボン共和国月報（２０２０年２月） 

２０２０年２月号 

在ガボン日本国大使館 

主な出来事 

【内政】 

●ボンゴ大統領とンボランツォ憲法裁判所長官の面会 

【外政】 

●ビリ・ビ・ンゼ外務大臣によるＡＵ総会出席 

【経済】 

●気候変動に関するアフリカ首脳委員会（ＣＡＨＯＳＣＣ）の議長交代 

●コファス社，ガボンを高リスクの国と評価 

●仏ペレンコ社及びガボン政府が石油開発及び生産量分配に関する契約３件に署名 

 

【内政】 

１ ボンゴ大統領とンボランツォ憲法裁判所長官の面会 

 １月３１日，ボンゴ大統領とンボランツォ憲法裁判所長官が大統領府で会談した。ンボ

ランツォ憲法裁判所長官はボンゴ大統領に対し，憲法裁判所の現状につき説明するととも

に，憲法裁判所の機能に関する問題等について協議した。（１日付ＵＮ） 

２ ソーシャルネットワーク上の逸脱行為（derives）対策措置の強化 

 １月３１日付閣議において，ソーシャルネットワーク上の逸脱行為対策措置の強化を通

じた個人情報及びプライバシー保護に関する行政命令案が採択された。（１日付ＵＮ） 

３ ジャン・ピン氏によるヌルディン・ボンゴ大統領執務調整官及びボンゴ大統領夫人に

対する批判 

 ２０日，ジャン・ピン氏は，サイバー活動家の逮捕を受けて，「ガボンは，権力の君主

政治化を目的とした，ボンゴ大統領夫人とヌルディン・ボンゴ調整官の管理下に置かれる

だろう」と発言するなど，両名を批判した。（２０日付ＧＭＴ） 

 

【外政】 

１ ガボン・ＥＵ政策協議の枠組みによる意見交換 

 ４日，ガボンとＥＵは再開された政策対話の枠組みで意見交換を行った。同意見交換に

より，人権推進・保護支援プロジェクトといった，昨年１２月１５日に開催された政策協

議での合意事項の実施が可能になる見込み。（５日付ＵＮ） 

２ ビリ・ビ・ンゼ外務大臣によるＡＵ総会出席 

 ９日から１０日にかけて行われた第３３回ＡＵ総会にボンゴ大統領の代理として，ビ

リ・ビ・ンゼ外務大臣が出席した。（１０日付ＵＮ） 

 

【経済】 
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１ ボンゴ大統領と中部アフリカ経済通貨共同体（ＣＥＭＡＣ）委員長との会談 

 ５日，ボンゴ大統領はオナ・オンドＣＥＭＡＣ委員長と会談し，地域統合，人とモノの

移動，インフラ，セーファフランといった問題について協議した。（６日付ＵＮ） 

２ 気候変動に関するアフリカ首脳委員会（ＣＡＨＯＳＣＣ）の議長交代 

 ８日，ボンゴ大統領からラマポーザ・南ア大統領へのＣＡＨＯＳＣＣ議長の引継式が，

ビリ・ビ・ンゼ外務大臣とラマポーザ大統領出席の下，行われた。（１０日付ＵＮ） 

３ ンゴゲ・ベカレ首相と欧州投資銀行地域代表との会談 

 １４日，ンゴゲ・ベカレ首相は，欧州投資銀行地域代表と会談を行い，ガボン経済多様

化に向けた同銀行による支援，雇用創出並びに産業化及び中小企業支援に関するプロジェ

クト等について協議した。（１５日付ＵＮ） 

４ ２０１９年９ヶ月間の石油外収益が前年同期間比６．２％増を記録 

 ２０１９年９ヶ月間の石油外収益が，主に関税及び直接税等からの税収を受けて，前年

同期間比６．２％増の９，３８８億セーファを記録した。（５日付ＧＭＴ） 

５ ガボン政府，自ら発行の２０２４年満期のユーロ債約４，５００億セーファ分買い戻

し 

 新たなユーロ債６千億セーファ分の発行と引き換えに，１月２３日，ガボン政府は，２

０２４年満期のユーロ債を約４，５００億セーファ分買い戻したと発表した。同買い戻し

により，既に５．２億セーファ以上を記録している公的債務額が更に膨らむことになる。（６

日付ＧＭＴ） 

６ コファス社，ガボンを高リスクの国と評価 

 フランスに本店を置く貿易保険・取引信用保険専門の保健会社であるコファス社が，２

０２０年版のリスク国ガイドにおいて，ガボンを高リスクの国と評価した。（７日付ＬＬＶ） 

７ ２０２０年の対外債務が９，７５８億セーファに達する見通し 

 新たなユーロ債約５，９７０億セーファの発行等により，２０２０年の対外債務は９７

５８億セーファに達すると見られている。（１０日付ＧＭＴ） 

８ 対ＧＤＰ負債率は５７％ 

 ＣＥＭＡＣが定める対ＧＤＰ負債率が７０％である中，ＩＭＦのデータによると，現時

点のガボンの同率は５７％であることが判明した。（１３日付ＬＬＶ） 

９ 仏ペレンコ社とガボン政府が，石油開発及び生産量分配に関する契約３件に署名 

 １４日，仏ペレンコ社とガボン政府が８年間に及ぶ石油開発及び生産量分配に関する契

約３件に署名した。（１７日付ＵＮ） 

１０ ガボンと赤道ギニア間の電力ネットワーク相互接続工事が本年３月から開始予定 

 ガボンと赤道ギニア間の電力ネットワークの相互接続工事が中部アフリカ諸国開発銀行

（ＢＤＥＡＣ）からの資金提供を受け，本年３月から開始される予定である。（１７日付Ｕ

Ｎ） 

１１ ２０１９年のマグネシウム生産量が前年比１０％増 

 ２０１９年のマグネシウム生産量が，新たな鉱物加工処理の導入により，前年比１０％
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増を記録し，年４５０万トンという目標を上回った。（２０日付ＬＬＶ） 

 

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)，ＧＮ（ガボン・ニュース電

子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガ

ボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュース），ＡＦＰ（フランス通信社），ＧＬ（ガボンリ

ーブル電子版ニュース），ＡＦＩ（アフリカ・エネルギー・インテリジェンス），ＬＰ（LOUP 紙），EN（エコ

ー・ノール紙），ＧＭＴ（ガボンメディアタイム），ＧＩ（ガボンインフォズ），ＬＬＶ（ラ・リーブルビル電子

版ニュース），ＪＡ（ジュンヌ・アフリック誌） 


